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 （以上，南山大学紀要『アカデミア』社会科学編第 10 号〔2016〕）　　
　　（5）　「合理的で必要やむをえない限度にとどまる制約（合理的関連性あり）・ 
委任は合憲/有罪，処分適法」アプローチ
















































　　 　 （B）　独自タイプ―消極主義 III
 （以上 , 南山大学紀要『アカデミア』社会科学編第 14 号〔2018〕）　　
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　　 　 （C）　独自タイプ―積極主義 I のアプローチ
　　 （6）　最 後 に
　　 　 （A）　集大成としての？ 24 年パラダイム
　　 　 （B）　合憲限定解釈か
　　 　 （C）　判例変更か






適用違憲/無罪」アプローチ（後掲ベクトル図 14 参照），《積 I》α（5）「適用に
は合理的な制約・適用違憲（可罰的違法性なし）/無罪」アプローチ（後掲ベ








のアプローチのうち， 《積 I》α（2）アプローチは，全逓中郵判決に言及するが， 《積 I》α
（3），《積 I》α（4）アプローチは言及しない）。第一の適用違憲タイプ，第二の合憲









あり，【E  24 年判決群】の一つである堀越事件の 2 審判決が用いた《積 I》α
（10）「必要やむを得ない限度の制約・合理的関連性あり（修正型）・合憲限
定解釈（ある程度の危険なし）・適用違憲/無罪」アプローチ（後掲ベクトル




ゼ」等の点で【B  40 年代下級審判決群】中の《積 I》のアプローチの影響も受
けている。また，「全体の奉仕者・成績制を根幹とする公務員制度・中立的
な立場にたつ職務遂行






















は，【A  初期判決群】中の《消 III》（2）「合理的根拠あり・委任は合憲/有
罪」アプローチにおける「全体の奉仕者・【公務員の職務遂行】における政治
的中立性・行政の継続性と安定性の確保テーゼ」を起点とし，【B  40 年代
下級審判決群】中の《積 I》の諸アプローチ，【C  49 年猿払判決群】の猿払反
対意見，【D  50 年代中期判決群】中の《積 I》α（7）「合理的最小限度の制
約・合憲限定解釈（ピンポイント型）・適用違憲/処分違法」アプローチ（こ
こでは， 「公務員の公務の執行における政治的中立性」という表現が用いられている），
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・公務員の政治的
中立性の維持は国民全体の重要な利益

















り，② 24 年判決は通常の法解釈であって合憲限定解釈でなく，③ 結局，
判例変更ではない，とする。第三の理解は，① 猿払最高裁判決において既
に合憲限定解釈がなされており，② 24 年判決も合憲限定解釈であって，
③ 結局， 猿払最高裁判決と 24 年判決の基本構造は同じ，と見る。
第二の理解の②において，千葉補足意見は，限定について，「憲法判断に








































なる。このことを，前掲第 3 図の 1 中段に示したが，より明確にするために


















為」 ではない領域を示す。世田谷事件では， 要素 1， 2 は領域 B に位置づけら
れるが，要素 3～7は領域 C に位置づけられる（要素 8については言及がない）。
堀越事件では，要素 1～7 は領域 C に位置づけられる（要素 8 については言及が
ない）。猿払事件では，要素 1～5 は領域 C に位置づけられるが（千葉補足意見
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に進むべきものである」（傍点―
中谷）と述べる。





















用違憲/無罪」 アプローチを検討した。これらのうち，《消 III》（6），《積 I》α（2），











罪」アプローチは，最大判昭和 59 年 12 月 12 日（前出注 3）参照）を援用し，次の
















 5）　中村・前出 II《消 III》（5）注 47）参照。千葉補足意見の言及する最大決平成 10 年























































































































































































































































































































　　       10 公務員が
　  政策の立案等に参画し，
　 公務員がその地位を利用



















　　       10 公務員が
　  政策の立案等に参画し，
　 公務員がその地位を利用















































































































5  猿払 3基準






























































































































①　「公務員の政治的行為をめぐる司法消極主義と積極主義（5）」南山法学 40 巻 3・4




②　「公務員の政治的行為をめぐる司法消極主義と積極主義（6）」南山法学 41 巻 2 号





デミア」 社会科学編 （2018） 第 14 号 11 頁 「ベクトル図 10」の「3  政治的行為は……」 
を「3  規則に委任した政治的行為は……」に訂正
